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関するメタデータモデルに対応できるため、IFLA の Functional Requirements for 
Bibliographic Records(FRBR)モデルに基づいてRamayanaメタデータモデルを作成した。 
 本稿では、2 章で Fiction 作品のモデル化とメタデータについて、関連するメタデータモ
デルや研究に基づいて述べる。第 3 章では、本研究で Fiction 作品の対象として記述する
Ramayana 作品の様々な種類と表現の分析について述べる。4 章では Ramayana 作品のモ
デル化と構造モデルについて述べる。5 章で Ramayana 作品のメタデータモデルと 6 章で
は、Ramayana 作品のメタデータスキーマについて述べる。7 章で Ramayana 作品のメタ
データスキーマに従ったメタデータ実現と利用例について述べる。8 章では、完成した







































ことになる。そのため Ramayana のメタデータを多言語で作成して利用できるようにす 




2.1 Fiction 作品を対象とした Ramayana 作品 
本研究では Ramayana 古典文学作品を Fiction 作品の対象として記述する。先に述べたよ
うに Ramayana は、インドに生まれ、東南アジアで広く伝えられた物語である。Ramayana
は小説として書籍になっているもののほか、影絵劇やアニメ、彫刻など多くのものが作ら












 本研究では、英語で記述された Valmiki Ramayana を対象として、Fiction としての
Ramayana の構造を分析し、メタデータスキーマの定義に利用する。また、Valmiki 






書の内容を記述した Bible Ontology[4]，Fiction 作品の書誌情報についてのメタデータの研

















ての情報を記述したモデルでもある。図 1 は Bible Ontology で Moses に関する情報を表し
ている。Moses の生まれた場所、関係する人物、登場するイベントなどの情報を Wikipedia
や DBpedia から Linked Data として、リンク付けて検索することができる。 
 
 




The Internet Speculative Fiction Database( ISFDB)という Fiction 作品のウェブサイト
で Fiction 作品に関するデータを Linked Data としてアクセスできるようにするため
Fiction 作品に関する  メタデータの研究を行っている。この研究では図 2 のように
FRBR-object oriented (FRBRoo)[16]メタデータモデルに基づいて Fiction 作品とそれらの
電子版、作品の歴史情報と関係する人物の情報、目録、書誌情報やユーザーの批判等の関






図 2. ISFDB の FRBRoo に基づいた Ideal Model 
[The Internet Speculative Fiction Database[5]より引用] 
 
 
図 3. ISFDB のリソースの作者に関する情報検索ページ 




 (1) Functional Requirements for Bibliographic Records (FRBR) 
 Functional Requirements for Bibliographic Records(FRBR)は The International 











つ以上の体現形のなかで具体化される。同様に体現形は 1 つか 2 つ以上の表現形を具体化





 本研究では FRBR の第 1 グループの実体とその間の関連性のモデルをもとにして
Ramayana リソースの関連性モデルを定義している。 
 本研究では Ramayana のメタデータモデルにために多様な表現のリソースを FRBR モ
デル第 1 グループの Work, Expression, Manifestation, Item 実体に基づいて識別し、知的
実体と表現形の間の関連性や具体形の間の関連性を定義する。本研究では個別資料に関す





図 4. FRBR の第１グループの実体と主要な関連 

























































図 6 ストーリー構造のモデル[6]より引用 
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 現在、インターネット上に電子化された Ramayana のリソースやそれらに関する情報が
たくさん提供されている。リソース間の共通点としては Ramayana という長いストーリー
の内容であるである。そのため、Ramayana の内容に関するメタデータを記述することで 
リソース同士の関連性を記述することができる。また、Ramayana のメタデータを RDF デ
ータ化して提供し、Linked Open Data(LOD)化することで、様々なウェブサイトにある異
なる実体を持つリソース同士が自身の持つデータを公開することや共有することができる。 





国の Ramayana 作品であるかを探したい場合がある。インドの Ramayana、あるいはタイの
Ramakien というコンテンツ（ストーリー）に関するメタデータが必要になる。そのため、





 また、Ramayana のメタデータを RDF データに変換して提供することによって、リソー
スが持っているデータと Wikipedia や DBpedia 等、他のウェブサイトで公開した










3. 様々な Ramayana 作品と分析 
 
3.1. Valmiki’s Ramayana の内容 
Ramayana 作品のもとはインドの神話から作られた物語であって、Valmiki （ヴァールミ
ーキ）という詩人により叙事詩の形で描かれた作品である。Valmiki’s Ramayana 以外にも
他の国の Version の Ramayana 作品や様々な Version の Ramayana 作品がある。ここでは
もとの作品である Valmiki’s Ramayana の構造について述べる。 
Ramayana 作品は以下の 7 つの巻（カーンダ）で構成された物語である。 
1. Bala Kanda バーラ・カーンダ（少年の巻） 
2. Ayodhya Kanda アヨーディヤ・カーンダ（アヨーディヤの巻） 
3. Aranya Kanda アラニヤ・カーンダ（森林の巻） 
4. Kishkindha Kanda キシュキンダー・カーンダ（キシュキンダーの巻） 
5. Sundara Kanda スンダラ・カーンダ（美の巻） 
6. Lanka Kanda ユッダ・カーンダ（戦争の巻） 
7. Uttara Kanda ウッタラ・カーンダ（後の巻） 
 1 巻のなかに 50 から 100 の Canto というエピソードがある。例えば第 1 巻 Bala Kanda
のなかに以下のような 75 個の Canto(エピソード)がある。 
Canto I: Nárad. 
Canto II: Brahmá's Visit 
Canto III.: The Argument. 
Canto IV.: The Rhapsodists. 
Canto XII.: The Sacrifice Begun.  
Canto V.: Ayodhyá 
Canto VI.: The King. 
Canto VII.: The Ministers. 
Canto VIII.: Sumantra's Speech. 
Canto IX.: Rishyas'ring. 
Canto X.: Rishyas'ring Invited. 
Canto XI: The Sacrifice Decreed. 
 
Canto XIII.: The Sacrifice Finished. 
Canto XIV.: Rávan Doomed. 
Canto XV.: The Nectar. 
Canto XVI.: The Vánars. 
Canto XVII.: Rishyas'ring's Return. 
Canto XVIII.: Rishyas'ring's Departure. 
Canto XL.: The Cleaving of The Earth. 
Canto XLI.: Kapil. 
Canto XLII.: Sagar's Sacrifice. 
Canto XLIII.: Bhagirath. 
Canto XLIV.: The Descent of Gangà. 
Canto XLV.: The Quest of The Amrit. 
Canto XLVI.: Diti's Hope. 
Canto XLVII.: Sumatí. 
Canto XLVIII.: Indra And Ahalyá 
Canto XLIX.: Ahalyá Freed. 
Canto L.: Janak. 
Canto LI.: Vis'vámitra. 
Canto LII.: Vas'ishtha's Feast. 
Canto LIII.: Vis'vàmitra's Request. 
Canto LIV.: The Battle. 
Canto LV.: The Hermitage Burnt. 
Canto LVI.: Vis'vámitra's Vow. 
Canto LVII.: Tris'anku. 
Canto LVIII.: Tris'anku Cursed. 
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Canto XIX.: The Birth of The Princes. 
Canto XX.: Vis'vámitra's Visit. 
Canto XXI.: Vis'vámitra's Speech. 
Canto XXII.: Das'aratha's Speech. 
Canto XXIII.: Vas'ishtha's Speech. 
Canto XXIV.: The Spells. 
Canto XXV.: The Hermitage of Love. 
Canto XXVI.: The Forest of Tádaká. 
Canto XXVII.: The Birth of Tádaká. 
Canto XXVIII.: The Death of Tádaká 
Canto XXIX. : The Celestial Arms. 
Canto XXX.: The Mysterious Powers. 
Canto XXXI: The Perfect Hermitage. 
Canto XXXII.: Vis'vámitra's Sacrifice. 
Canto XXXIII.: The Sone. 
Canto XXXIV.: Brahmadatta. 
Canto XXXV: Visvámitra's Lineage. 
Canto XXXVI.: The Birth of Gangá. 
Canto XXXIX.: The Sons of Sagar. 
 
Canto LIX.: The Sons of Vas'ishtha. 
Canto LX.: Tris'anku's Ascension. 
Canto LXI: S'unahs'epha. 
Canto LXII.: Ambaresha's Sacrifice. 
Canto LXIII.: Menaká. 
Canto LXIV.: Rambhá. 
Canto LXV.: Vis'vámitra's Triumph 
Canto LXVI.: Janak's Speech. 
Canto LXVII.: The Breaking of The Bow. 
Canto LXVIII.: The Envoys' Speech. 
Canto LXIX.: Das'aratha's Visit. 
Canto LXX.: The Maidens Sought. 
Canto LXXI.: Janak's Pedigree. 
Canto LXXII.: The Gift of Kine. 
Canto LXXIII.: The Nuptials. 
Canto LXXIV.: Ráma With The Axe. 
Canto LXXV.: The Parle. 
Canto LXXVI.: Debarred From Heaven. 
Canto LXXVII.: Bharat's Departure. 
 
[The Ramayana index[10]より引用 ] 
 
Canto は叙事詩の書き方で 1 つずつの出来事を Canto 毎に分けた表現する形である。Canto 
I: Nárad の内容は ” To sainted Nárad, prince of those 
Whose lore in words of wisdom flows. 
Whose constant care and chief delight 
Were Scripture and ascetic rite, 
The good Válmíki, first and best….” という文章ではじめて、Ramayana の作者である詩
人 Valmiki の挨拶と神様に祈りを語るエピソードとなる。1 つずつの Canto により、登場
人物の話や行動を言葉で表現して物語を語る。 
 Ramayana のもとの作品とされる Valmiki’s Ramayana は図 7 のように Ramayana とい






             Bāla Kāṇḍa (book of childhood) 
             Ayodhya Kāṇḍa (book of Ayodhya) 
             Araṇya Kāṇḍa (book of the forest) 
  Kishkindha Kāṇḍa (book of the monkey kingdom) 
  Sundara Kāṇḍa (book of beauty) 
             Yuddha Kāṇḍa (book of war)  
  Uttara Kāṇḍa (last book)  
                                         Canto I.: Ráma's Speech. 
Canto II.: Sugríva's Speech. 
Canto III.: Lanká. 
Canto IV.: The March. 
Canto V.: Ráma's Lament. 
                                       
 
 
図 7. Ramayana 作品のかたち 
 
 様々な表現の Ramayana リソースについて 








べての内容は Valmiki’s Ramayana のオリジナル作品と同等なものには限らない。
Ramayana の叙事詩を読みやすい現代文で書き直した小説作品、子供むけの絵本、映画化






図 8. 様々な表現を持つ Ramayana リソース 
3.2. 様々な Ramayana 作品の内容と分析 









であり、31 日に渡って行う芝居である。ラーム・リーラーの芝居の内容は表 1 のように 31
エピソード分けて 1 日 1 つ演じる形になる。ラーム・リーラーは全体の Ramayana を表す
リソースであり、31 個のエピソードで構成されたリソースとなる。 
表１. ラームナガルのラーム・リーラー芝居のエピソード 
















































 ケチャ・ダンス(Kecak Dance) 
ケチャ・ダンスはインドネシアのバリ島で行われる男声合唱で呪術的な踊りにともなう舞
踏劇である[8]。芝居の内容は Ramayana のストーリーそのものであるが、ただ 1 時間ほど
の短い劇で演じる芝居であるため作品全体ではなく Ramayana の一部分を取り出してハイ
ライトして踊るリソースになる。内容を以下のような流れで演じる。ケチャは Valmiki’s 
Ramayana にマッチしてみると第 4 巻のアラニヤ・カーンダ（森林の巻）を主にして表現
していたが他の巻からの出来事を略して入れたことでストーリーの最後まで表現したよう
なリソースにもなる。 
表 2. Kecak Dance の構造 
ダンダカ森に Rama と Sita、Rama の弟の Laksmana が入る 




弟 Laksmana を Sita と残して Rama が鹿を捕まえに行く 
泣き声を聞こえた Sita が Rama のことを心配し、Laksmana も Rama を手伝いに行かせる 
魔法の線を引いて Sita をその中から絶対に出ないように言って Laksmana も Rama の後
を行く 
Rahwana は Sita を盗むため old periest  (お坊さん？)の変身をして Sita に食べ物や助け
を頼む、Sita が線を越えてでる Rahwana が Sita を盗んで持っていく 
Rama の仲間 Hanuman が Rama の指輪を持て Sita を探して Rama からの情報を伝える、
Sita がヘアピンを渡して Rama に生きていることや助けにくるため伝える 
Rama, Laksamana と仲間たちである Hanuman, Tualen, 鳥の王 Garuda, 猿の王
Sugriwa たちと Rahwana たちとの戦い 
Rama の勝ちで Sita と再開 
 
 The Ramayana:A Telling Of the Ancient Indian Epic（英語訳のインターネットリソ
ース） 
現代文である Ramayana の英語訳の「The Ramayana:A Telling Of the Ancient Indian 
Epic 」というインターネット記事では、すべての内容を小説の形で以下のように 7 つの部
分に分けて作られている。これは、Valmiki’s Ramayana の 1 つずつの Canto の形を表現せず
に、ストーリーごとにまとめて表している。 
1. The Boyhood of Rama 
2. Life in Ayodyha 
3. The Forest Life 
4. Rama's Stay in Kiskindha 
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5. Hanuman's Prank 
6. The Great War 
7. Period After Coronation 
 
 インドネシア、Java の Prambanan Temple にある Ramayana 壁彫刻 
 
図 9. Prambanan Temple にある Ramayana 壁彫刻 
[Moynihan Institute of Global Affairs: South Asia Center - The Story of Rama より引用] 
図 9 はインドネシア、ジャワの Prambanan Temple にある Ramayana 壁彫刻リソースである。
この作品の意味は Vishnu 神が蛇の上に座り、右手にはガルダ、左手には 5 人の神がいる。
天と地球で荒廃している Ravana の事を報告している内容を表すリソースである。このリ
ソースは Valmiki’s Ramayana の 1 つの Canto を彫刻作品として表したリソースである。 
 
 Story cloth ( バリ島、インドネシア) 
 
図 10．Ramayana のストーリーを表す Story Cloth[11] 
[Moynihan Institute of Global Affairs: South Asia Center - The Story of Rama より引用] 
図 10. Story Cloth[11]は Ramayana のストーリーを絵で表しているリソースである。この絵
の意味は Ramayana の 1 巻の内容を略して表している。Ramayana の専門家はこの絵を図 11
のように分けて 1 つずつのエピソードという単位で内容を分析する。Story Cloth リソースの
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構造は Ramayana の 1 つに巻の意味をいくつかのエピソードで表していると言える。 
 
図 11. Ramayana Story Cloth が現す 1 個ずつのエピソード 
[Moynihan Institute of Global Affairs: South Asia Center - The Story of Rama より引用] 
上に述べた 5 つの Ramayana リソースから分析してみると、以下のようにいくつかの作品のパ
ターンを識別できる。本研究では、こうした視点からとらえることのできる実体の表現 
1. Ramayana 全体の内容を持つリソースで何個かの出来事（エピソード）で分けて作ったもの 
2. Ramayana のある部分を強調して出来事で分けて作ったもの 
3. Ramayana 全体の内容を 1 ストーリーずつの単位まで分けて作ったもの 
4. Ramayana の 1 つの Canto だけを強調して表現したもの 
5.Ramayana の 1 つのストーリーを何個かのエピソードで分けて作ったもの 
 
4. Ramayana 作品の構造 
Ramayana 作品のモデルを Manga Metadata Framework とストーリー構造のモデルに
基づいて作成した。リソースによって内容が異なるため、まず、ストーリーの構造化を定
義した。Ramayana は全体的なストーリーを持つリソースがある。また、7 巻ある物語の
なかから 1 巻毎の内容を表すリソースもある。1 つの巻のなかにある Canto という単位の
内容だけを拡張して作られたリソースもある。（Ramayana 作品は叙事詩の表現では Canto
と使うが、小説や映画などでは Episode か Chapter として扱う。） 
 図 12 は Manga Metadata Framework とストーリー構造モデルに基づいて作られた
Ramayana の構造モデルである。Fiction Title は作品全体を示す。Story は Ramayana と
いうタイトルの下にある 7 冊の本の 1 冊ずつの内容を示す。Episode/ Canto/ Chapter は 1
つの Story の下にある Canto、あるいはエピソード毎の内容を示す。Fiction 作品である







図 12. Ramayana 作品の構造モデル 
図 13 は Ramayana ストーリー構造モデルの例である。Ramayana という物語は Fiction 
Title とする。また作品全体を表す Ramayan of Valmiki という 1 つのリソースがあれば
FictionTitle として扱う。Ramayan of Valmiki というリソースのなかにある 7 つのストー
リーはストーリーという単位になる。Balakanda というタイトルのなかにある Canto I 
Narad というタイトルのリソースは Episode / Canto / Chapter となる。1 つの Canto のな





RÁMÁYAN OF VÁLMÍKI 
Canto I Nárad 
Canto II Brahmá's 
Visit 
 











The breaking of the bow 
 
Country of Mithila 
 




 Valmiki introduce the 











Event Places Character 
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 図 13. Ramayana 構造モデルの例 
5. Ramayana 作品のメタデータモデル 
 Ramayana 作品のメタデータモデルを Ramayana 構造モデルと FRBR モデルに基づい
て定義する。3.2 に述べたように様々な内容と表現を持つ Ramayana リソースの関連性を
対応できるように図 14 と 15 のとおり Ramayana 構造モデルと FRBR モデルを組み合わ
せてモデルを作る。例えば、本研究では作品全体を表す実体を FictionTitle と名付けたリソ
ースで表すことにする。したがって、Valmiki Ramayana 全体はひとつの FictionTitle の
実体である。一方、このリソースには FRBR モデルの著作(Work)、表現形（Expression）
あるいは体現形（Manifestation）のいずれもが対応する。そのため、作品全体という内容
をリソースであり、かつ表現形を持たないものを Fiction Title/Work (FT/W)と呼ぶことに
する。同様に、その作品全体を何らかの表現で表現されたリソースは表現形(Expression)
を持っているため Fiction Title/ Expression (FT/E)となり、本や映画のように具体化された
表現形を持つリソースは Fiction Title/Manifestation (FT/W)となる。同じように、
Ramayana 構造モデルの Story という内容についての Work は Story/Work(St/W)、Story
内容についての表現形は Story/Expression(St/E), それの具体化されたものは
Story/Manifestation(St/M)となる。Story のなかにある Episode に関する Work リソース
は Episode/Work (Epi/W), Episode に関しての表現形は Episode/Expression(Epi/E)で




図 14 Ramayana の構造モデルと FRBR モデルの関連 
 
図 15 Ramayana 構造モデルの詳細 
図 16 は Ramayana を FRBR モデルに対応付けて分析した例である。図 16 の The 
Ramayana という名前をもつ著作（Work）に Valmiki’s Ramayana というタイトルの Work






















Ramayana Work 同士は FRBR モデルの is a version of、has version の関係で関連してい
る。また Valmiki’s Ramayana という Work が小説という表現形(Expression)として作られ
るとその Work と Expression の間に FRBR モデルの is realized through 関係で関連付け
ることができる。その表現された小説のなかのストーリーを持つ新たなリソースがあれば
それらのリソースの間を has part、is a part of 関係で結び付けられて、表現形のリソース
には翻訳された新たなリソースがあれば has translation、is a translation of の関係で関連
付る。また、小説（Expression）から本として出版されると小説リソースと本というリソ
ースの間をFRBRモデルの is embodied in関係で関連付けられる。また本が翻訳されたり、
再出版されたりした場合は has translation、is translation of、has a reproduction、is a 
reproduction of 等を使って関連性を表すことができるようになる。 
 
図 16 Ramayana リソースのための FRBR 分析 
 
6. Ramayana 作品のメタデータスキーマ 
Ramayana 作品のメタデータスキーマは Ramayana の構造モデルと FRBR メタデータ
モデルの項目を組み合わせて作ったものになる。9 種類の実体を定義して、それぞれに対し
てメタデータスキーマを定義した。図 17 は Ramayana メタデータスキーマの 9 つの実体
とそれらの関連を示した図である。Fiction Title/Work と Fiction Title/Expression の間は
FRBR の is realized through、is realized of という関係を持つ。例として Valmiki’s 
Ramayana という著作(Fiction Title/Work)は表現形を通してその Valmiki’s Ramayana 内
容を基づいて書かれた小説(Fiction Title/Expression)に関係を持つ。その小説(Fiction 
Title/Expression)表現形が本として出版されて (Fiction Title/Manifestation)として具体化
される。また Fiction Title/ Work と Story/Work の間は Ramayana 構造モデルで定義した
通り、has part、is a part of という関係を持つ。具体的には Bala Kanda という著作は
Valmiki’s Ramayana のなかの一部分であるということを示す。このように 9 個の実体の間
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の関連性を明確にする。本章では Ramayana メタデータスキーマモデルを構成する 9 個の
実体について詳しく述べる。 
 
図 17 .Ramayana メタデータスキーマ実体と関連性 
表 3 は Ramayana メタデータスキーマの９つの実体とそれらの説明、例を示す。 
Fiction Title/Work (FT/W)は Ramayana 全体のストーリーを持つ作品で内容のみを示す。 
Valmiki Ramayana という１つの Ramayana 作品が存在してその作品実体が FT/W である。
Valmiki Ramayana 以外にも種々の Work が存在する。Ramayana の場合は単に翻訳され
ただけではなく、国や地域によって古くからある文化財として存在しているため、様々な
Ramayana Work が存在する。 
Fiction Title/Expression (FT/E)は全体のストーリーを持つ作品を何らかの表現で表された
ものを示す。Ramayana 作品の小説とは、小説という形式の Expression を持つリソースに




Story/ Work (St/ W)は Ramayana の１巻（１ストーリー）の内容を元にして作った作品の、
work という内容のみリソースになる。同じように Story/ Expression (St/E)はストーリー単
位の作品で何らかの表現方法で表現されたものになり、Story/ Manifestation (St/M) 
それを本やビデオなどとして具体化されたリソースを示す。翻訳や再出版などによって新
たなリソースが存在する。Episode/ Work (Epi/W)は１つのストーリーのなかにいくつか分









poem なら Canto, 映画や小説などは episode、あるいは chapter という言葉を使うが、こ
こでは略して「Episode」だけを使うようにした。Episode/ Expression (Epi/E)は何らかの
表現形で表された１つの Episode の内容を表すリソースを示し、そのリソースを何らかの
物理的な表現で具体化されたらそのリソースを Episode/ Manifestation (Epi/M)とする。 
 
表 3. Ramayana 作品のメタデータスキーマ 
Name(schema) Description Example 












1.The Epics of Ramayana 
2. Ramayana the Movie 
Fiction Title/Manifestation 
(FT/M) 





1. RÁMÁYAN OF 
VÁLMÍKI 
(book) 
2. Ramayana the Epic 
  (movie) 
 





2.The story of Rama’s 
childhood 






2.The story of Rama’s 
childhood 






1. Balakanda (book) 












2. The Narad 





















1.The Narad (book) 




Ramayana メタデータスキーマを 5 章のように FT/W, FT/E, FT/M, St/W, St/E, St/M, 
Epi/W, Epi/E, Epi/M として９つの実体の定義をした。実現方法として、Dublin Core の
Application Profile の概念に基づいてメタデータスキーマを定義することとし、また 9 種の
実体一つひとつに関して実体に含まれる記述項目とその記述上の制約を決めた。表 4 は
FT/W 実体に含む element のリストを示す。element の意味は表 5 のように Title は FT/W
という１つのリソースの Title を示す。Title は value として literal で表す。１から n まで
のタイトルを持つ可能である。Property として dc:title を利用する。Type はリソースの種
類名を示す。Creator や Contributor はそのリソースの作者や出版社などを示すもので、
Language はリソースの言語を示す。Has Version は、ある FT/W リソースに新たな FT/W
リソースが存在する場合を示す。Has Part は FT/W リソースのなかに含めているストーリ
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ーから作られた新たなリソースがある場合を示す。Has Expression は FT/W リソースが何
らかの表現形で表された場合を示す。 
表 4. Fiction Title/ Work のメタデータスキーマ 
FT/ Work Value min max Property  Example 
1 Title Literal 1 n dc:title Ramayana of 
Valmiki 
2 Type Work type 1 n dc:type Performance 
3 Creator      Agent 1 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributo
r 
Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         Literal 1 1 dc:langauge Tamil  
6 Has 
version 




7 Has part      Story 
Work 








0 n frbr:isRealizedThrough Ramayana of 
Valmiki 
Novel 




表 5. Fiction Title/ Work の elements の定義 
Title 著作のタイトル（作品全体の内容を持つもの） 
Type 著作の形式（作品全体の内容を持つもの） 
Creator  著作の作者（作品全体の内容を持つもの） 
Contributor 著作の投稿者（作品全体の内容を持つもの） 
Language 著作の言語（作品全体の内容を持つもの） 
Has version 作品全体の内容を持つ、作者や形式などが異なる著作 








7. Ramayana 作品のメタデータ実現と利用について 
Ramayana のメタデータスキーマに含まれる９つのリソースのクラスそれぞれに対して
データベーステーブルを作成した。メタデータスキーマに基づいて Ramayana リソースに
関するデータを登録するための Web Form を作成し、入力した値をデータベースに記述す
る。図 18 の様に、入力したデータを HTML テンプレートで表示するブラウザを作成した。








またデータベースに合わせて RDF データのテンプレートを作成して RDF データに変換
することができるようにした。図 19 の様に１つずつのリソース自身が持っている element
のデータを RDF 化して提供することで他のウェブサイトで公開された Ramayana 作品に
関するデータにリンク付けることができる。 
 










  <rdf:Description rdf:about="http://purl.org/net/ramayana/ftm/2"> 
    
<ns0:isEmbodimentOf>http://purl.org/net/ramayana/fte/3</ns0:isEmbodime
ntOf> 
    <ns1:creator>Mumbai : Times Multimedia</ns1:creator> 
    <ns1:language>English</ns1:language> 
    <ns1:title>Ramayana : epic of Ram</ns1:title> 


















る。そのため、Fiction 作品の内容的な関連性と具体化されたリソースの関連性 2 種類から
対応できるメタデータモデルを作成して様々な形態を持つリソース同士のなかを関連付け
ることをした。情報や Fiction 作品の対象として Ramayana 作品のメタデータモデルを提
案した。それは、同じ Ramayana というタイトルの下にあるストーリー毎とエピソード毎
のリソースの関連性を表すことができるモデルになる。また、表現の仕方が異なるリソー
















となる Ramayana はどんな種類の作品であるか、同じ種類の Ramayana にいくつの表現で
表されていて、どのような出版物や具体物が検索できるかなどリソース間の複雑な関係を
表現するため、Ramayana 構造モデルを FRBR モデルに組み合わせて、内容を明確にした
上に表現形式の実体にも対応できるメタデータモデルを定義した。このモデルに基づいた
スキーマを作成して様々形態を持つリソース同士の間を結び付けるメタデータの作成を定





























義した。また異なる表現形式のリソース同士の関連性を定義するため IFLA の Functional 




ータを RDF データ形に変換できるテンプレートを作成し、Ramayana リソースの RDF デ









の研究を色々とサポートして頂きました Lampang Manmart 先生  (Prof. Lampang 
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Ramayana Metadata Schema 
 
Fiction Title/ Work (FT/W) 
FT/ Work value min max Property  Example 
1 Title literal 1 n dc:title Ramayana of 
Valmiki 
2 Type Work type 1 n dc:type Performance 
3 Creator      Agent 0 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributo
r 
Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         literal 0 1 dc:langauge Tamil  
6 Has 
version 
FT Work 0 n frbr:hasATransformationWorkOfWor
k 
Mahabaratha 
7 Has part      Story 
Work 
0 n dc:hasPart Balakanda 






0 n frbr:isRealizedThrough Ramayana of 
Valmiki Novel 




Fiction Title/ Expression (FT/E) 
FT /Expression value min  max Property Example 
1 Title literal 1 n dc:title The Novel of 
Ramayana 





1 n dc:type Novel 
4 Translator    Agent 0 n rdfs:labeltranslator RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Contributor Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language         literal 1 n dc:language English 
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7 See also      literal 0 n rdfs:seeAlso http://www.epic
trilogy.com/rmy 
8 Has part      Story Expression, 
Episode Expression 
0 n dc:hasPart The Novel of 
Balakanda 

























1 Title                     literal 1 1 dc:title    RÁMÁYAN OF VÁLMÍKI 
2 Creator            agent 1 n dc:creator   Valmiki 
3 Translator        agent 0 n rdfs:labeltran
slator 
RALPH T. H. GRIFFITH 
4 Director            agent 0 n rdfs:labelDire
ctor 
Rowdy Rathore 
5 Contributor agent 0 n dc:contributo
r 
 Penguin Classics  
6 Language          literal 1 1 dc:langauge Tamil  
7 See also           literal 0 n  rdfs:seeAlso http://www.sacred-texts.co
m/hin/rama/index.htm 





















Has version FT Manifestation 0 n frbr:hasAnAl
ternate 






Date literal 0 n dc:date 1980 
1
3 
Publisher Agent 1 n dc:publisher New York, W.R. Scott 
1
4 





Has Expression FT Expression 1 n isEmbodimen
tOf 
Novel of Valmiki Ramayana 
 
Story/ Work (St/W) 
Story/ Work value min max Property  Example 
1 Title literal 1 n dc:title Balakanda  
2 Type Work type 1 1 dc:type Performance 
3 Creator      Agent 1 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributor Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         literal 0 1 dc:langauge Tamil  
6 Has version Story Work 0 n frbr:hasATransforma
tionWorkOfWork 
Yar mar ya na  
7 Has part      Episode Work 0 n dc:hasPart Balakanda 
Canto 1 Narad 
8 Is a part of  FT Work 0 n dc:isAPartOf Valmiki 
Ramayana 






10 Description literal 0 n dc:description Balakanda 
Novel, etc 
 
Story/ Expression (St/E) 






1 Title literal 1 1 dc:title The Novel of Ramayana, 
Balakanda 








1 1 dc:type Novel 
4 Translator    Agent 0 n rdfs:labeltranslator RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Contributor Agent 1 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language         literal 1 n dc:language English 
7 See also      literal 0 n rdfs:seeAlso http://www.epictrilogy.c
om/rmy 
8 Has part      Episode 
Expression 
0 n dc:hasPart The Novel of Ramayana, 
Balakanda, Canto1 
9 Is a part of FT 
Expression 
0 n dc:isAPartOf Valmiki Ramayana 
1
0 

















English Translation of 
Balakanda 
 
Story/ Manifestation (St/M) 
Story / Manifestation Value min max Property Example 
1 Title                     literal 1 1 dc:title    Bala Kanda 
2 Creator            Agent 0 n dc:creator   Valmiki 
3 Translator        Agent 0 n rdfs:labeltr
anslator 
RALPH T. H. 
GRIFFITH 
4 Director            Agent 0 n rdfs:labelDi
rector 
Rowdy Rathore 
5 Contributor Agent 0 n dc:contribut
or 
Penguin Classics  
6 Language          literal 1 n dc:langauge Tamil  









Canto 1 Narad 

































Date literal 0 n dc:date 1980 
1
4 
Publisher Agent 1 n dc:publishe
r 
New York, W.R. Scott 
1
5 









The Novel of Balakanda 
 
Episode/ Work (Epi/ W) 
Episode/ 
Work 
 value min max Property  Example 
1 Title literal 1 n dc:title Balakanda 
Canto 1 
Narad 
2 Type Work type 1 n dc:type Performance 
3 Creator      Agent 1 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributor Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         literal 0 n dc:langauge Tamil  








7 Is a part of FT  Work, 
Story Work 
0 n dc:isAPartOf Balakanda 
Canto 1 
Narad 





of Canto1  




Episode/ Expression (Epi/ E) 
Episode/ 
Expression 
value min max Property Example 
1 Title literal 1 1 dc:title The Novel of 
Ramayana, 
Balakanda 






1 1 dc:type Novel 
4 Translator    Agent 0 n rdfs:labeltranslator RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Contributor Agent 1 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language         literal 1 1 dc:language English 
7 See also      literal 0  n rdfs:seeAlso http://www.epictri
logy.com/rmy 
8 Is a part of FT Expression, 
Story 
Expression 
0 n dc:isAPartOf The Novel of 
Ramayana 

























Episode/ Manifestation (Epi/M) 
Episode/ Manifestation value min max Property Example 
1 Title                     literal 1 1 dc:title    Canto 1 Narad 
2 Creator            agent 1 n dc:creator   Valmiki 
3 Translator        agent 0 n rdfs:labeltr
anslator 
RALPH T. H. 
GRIFFITH 
4 Director            agent 0 n rdfs:labelDi
rector 
Rowdy Rathore 
5 Contributor agent 0 n dc:contribu
tor 
RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language          literal 1 1 dc:langaug
e 
English  




































Date literal 0 n dc:date 1980 
1
3 
Publisher Agent 1 n dc:publishe
r 
New York, W.R. Scott 
1
4 











Novel of Canto1 
 
 
 
 
 
